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話
は
一
九
九
〇
年
春
に
遡
る
。
地
球
温
暖
化
が
政

治
的
課
題
と
な
る
な
か
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｈ
・
Ｗ
・
ブ
ッ

シ
ュ
大
統
領
（
当
時
）
は
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
で
気
候

変
動
に
関
す
る
会
議
を
開
催
し
、
科
学
的
事
実
が

も
っ
と
明
ら
か
に
な
る
ま
で
は
何
ら
行
動
を
起
こ
す

べ
き
で
は
な
い
と
主
張
し
た
。
こ
の
主
張
に
正
反
対

の
立
場
を
と
っ
た
の
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
サ
ッ
チ
ャ
ー

首
相
（
当
時
）
で
あ
る
。
彼
女
は
、同
年
秋
ス
イ
ス
・

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
で
開
催
さ
れ
た
第
二
回
世
界
気
候
会
議

で
、早
急
に
行
動
す
べ
き
強
い
理
由
が
す
で
に
あ
り
、

「
さ
ら
に
調
査
研
究
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

よ
り
必
要
な
現
在
の
行
動
を
免
れ
る
口
実
と
す
べ
き

で
は
な
い
」
と
明
言
し
た
の
で
あ
る
（
拙
書
『
環
境

リ
ス
ク
と
予
防
原
則
（
Ⅱ
）』
八
七
頁
（
信
山
社
、

二
〇
一
九
年
））。

　

重
大
な
環
境
上
の
損
害
が
予
想
さ
れ
る
と
き
は
、

原
因
が
科
学
的
に
証
明
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
政
府

は
（
な
ん
ら
か
の
）
対
策
を
講
じ
る
べ
き
で
あ
る
と

い
う
の
が
、
い
わ
ゆ
る
「
予
防
原
則
」
で
あ
る
。
こ

の
考
え
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
や
西
ド
イ
ツ
に
は
じ
ま

り
、
現
在
の
Ｅ
Ｕ
運
営
条
約
（
リ
ス
ボ
ン
条
約
）
一

九
一
条
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
研
究
者
も
一

般
的
に
こ
れ
を
支
持
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
で
予
防
原
則
を
支
持
す
る
者

は
ご
く
少
数
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
ア
メ
リ
カ
は

（
一
九
八
〇
年
代
に
）
科
学
的
に
不
確
実
な
問
題
に

対
処
す
る
た
め
に
「
リ
ス
ク
評
価
」
と
称
さ
れ
る
方

法
を
発
達
さ
せ
、
そ
れ
に
絶
対
的
な
自
信
を
も
っ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。「
リ
ス
ク
評
価
」と
は
、試
験
デ
ー

タ
を
仮
説
や
複
雑
な
数
理
モ
デ
ル
を
使
っ
て
分
析
し
、

リ
ス
ク
の
上
限
値
を
そ
れ
ら
し
く
現
す
技
術
で
あ

る
。
ア
メ
リ
カ
の
政
策
担
当
者
や
研
究
者
か
ら
み
る

と
、
リ
ス
ク
評
価
が
科
学
的
に
正
し
い
唯
一
の
意
思

決
定
方
法
で
あ
り
、
予
防
原
則
は
非
科
学
的
、
情
緒

的
で
、
陳
腐
な
一
般
論
（
転
ば
ぬ
先
の
杖
）
を
述
べ

る
に
す
ぎ
な
い
（
前
掲
書
一
七
五
頁
以
下
）。

　

し
か
し
、
も
う
少
し
考
え
て
み
よ
う
。「
リ
ス
ク

評
価
」
は
、
も
と
も
と
被
害
発
生
の
確
率
や
被
害
の

大
き
さ
を
科
学
的
に
推
定
で
き
る
こ
と
を
前
提
に
、

発
が
ん
性
や
遺
伝
毒
性
な
ど
が
疑
わ
れ
る
化
学
物
質

を
管
理
す
る
手
法
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
研
究
者
は
、
リ
ス
ク
評
価
手
法
を
、
Ｇ
Ｍ
Ｏ
（
遺

伝
子
組
み
換
え
体
）、
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
汚
染
、

地
球
温
暖
化
（
異
常
気
象
、
大
規
模
災
害
を
含
む
）

な
ど
の
大
規
模
事
象
に
適
用
す
る
の
は
無
理
で
あ
り
、

こ
れ
ら
現
代
的
な
環
境
問
題
に
つ
い
て
は
、
や
は
り

予
防
を
重
視
し
た
慎
重
な
対
策
が
必
要
で
あ
る
、
と

主
張
す
る
の
で
あ
る
。

　

二
〇
一
七
年
五
月
、
ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
は
イ
タ
リ
ア
・
シ
チ
リ
ア
島
タ
オ
ル
ミ
ー
ナ
で
開

催
さ
れ
た
主
要
七
か
国
首
脳
会
議（
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
）

に
乗
り
込
み
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
国
際
的
枠
組
み

で
あ
る
「
パ
リ
協
定
」（
二
〇
一
六
年
発
効
）
を
、「
地

球
温
暖
化
は
で
っ
ち
あ
げ
だ
」、「
ア
メ
リ
カ
労
働
者

の
得
に
な
ら
な
い
」
な
ど
と
一
方
的
に
批
判
し
、
退

席
し
た
（
六
月
一
日
、
パ
リ
協
定
離
脱
を
表
明
）。

各
国
の
首
脳
は
懸
命
に
ト
ラ
ン
プ
を
説
得
し
た
が
、

な
か
で
も
「
私
た
ち
（
先
進
国
）
は
、途
上
国
や
困
っ

て
い
る
人
を
助
け
る
義
務
が
あ
る
」
と
い
う
（
テ
レ

ビ
に
一
瞬
映
っ
た
）
ド
イ
ツ
の
メ
ル
ケ
ル
首
相
の
発

言
が
強
く
印
象
に
残
っ
た
。
こ
の
メ
ル
ケ
ル
の
発
言

と
三
〇
年
前
の
サ
ッ
チ
ャ
ー
の
発
言
は
、
ど
こ
か
で

つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

現
在
世
代
に
は
、
自
ら
の
利
益
だ
け
で
は
な
く
、

他
国
の
利
益
、
他
の
生
物
の
利
益
、
さ
ら
に
未
だ
存
在

し
な
い
将
来
世
代
の
利
益
を
考
慮
し
、
被
害
の
全
容
が

明
ら
か
に
な
る
前
に
そ
れ
を
防
止
す
る
義
務
（
責
務
）

が
あ
る
と
い
う
考
え
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
び
と
や
政

治
家
の
思
考
の
根
底
に
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
が
予
防

原
則
を
支
え
る
理
念
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
政
治
家
や

科
学
者
に
は
決
定
的
に
欠
け
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
問
題
は
ア
メ
リ
カ
だ
け
で
は
な
い
。
日

本
は
か
つ
て
、
公
害
対
策
先
進
国
や
省
エ
ネ
先
進
国

を
自
慢
し
て
回
っ
た
が
、
地
球
温
暖
化
へ
の
取
り

組
み
を
放
置
し
、
今
や
世
界
の
お
荷
物
で
し
か
な

い
（
朝
日
新
聞
二
〇
一
九
年
一
月
二
七
日
朝
刊
二
四

面
参
照
）。
な
る
ほ
ど
、
モ
ラ
ル
だ
け
で
は
環
境
を

保
護
で
き
な
い
が
、
高
い
理
想
と
長
期
的
な
戦
略
を

見
失
っ
た
日
本
の
主
張
に
耳
を
か
す
国
は
な
い
だ
ろ

う
。
予
防
原
則
の
も
つ
深
い
意
味
を
も
う
一
度
考
え

る
べ
き
は
、
日
本
の
政
治
家
や
役
人
で
あ
る
。
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